
第６学年○組 理科学習指導案  

令和２年１１月９日(月)  

在籍児童     ○名  

授業者   金井 大季  

場所      理科室  

 

（１）学年・テーマ 第６学年・てこ 

 

（２）授業の構想 

 ①単元内容 

 本単元は、小学校学習指導要領第６学年の内容「Ａ 物質·エネルギー(３)てこの規則性」に基づ

き設定するものである。その内容は、次のように示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本内容は、第５学年「Ａ (2) 振り子の運動」の学習を踏まえて、「エネルギー」についての基

本的な概念等を柱とした内容のうちの「エネルギーの捉え方」に関わるものであり、中学校第１分

野「(1) ア(ｲ) 力の働き」の学習につながるものである。 

ここでは、児童が、加える力の位置や大きさに着目して、これらの条件とてこの働きとの関係を

多面的に調べる活動を通して、てこの規則性についての理解を図り、観察、実験などに関する技能

を身に付けるとともに、主により妥当な考えをつくりだす力や主体的に問題解決しようとする態度

を育成することがねらいである。 

 

 ②学習者の状況 

本学級の児童は、自分の考えをもつことができるようになってきた。発言によって表現すること

が得意な児童もいれば、書くことで考えを表現する児童もいるが、自分の考えだからどのような考

えでもよいと指導してきた結果が出てきたと感じている。ただし、学習に向けた取り組み意識は

様々であり、個で活動することに対して自信がもてない児童もいる。そこで、今回は、班やペアで

実験を行ったり、話し合い活動の時間を確保したりすることを心がけていきたい。 

 

 

Ａ 物質·エネルギー（３）てこの規則性 

 てこの規則性について，力を加える位置や力の大きさに着目して，てこの働きを多面的に調

べる活動を通して，次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 次のことを理解するとともに，観察，実験などに関する技能を身に付けること。 

(ｱ) 力を加える位置や力の大きさを変えると，てこを傾ける働きが変わり，てこがつり合うと

きにはそれらの間に規則性があること。 

(ｲ) 身の回りには，てこの規則性を利用した道具があること。 

イ てこの規則性について追究する中で，力を加える位置や力の大きさとてこの働きとの関係

について，より妥当な考えをつくりだし，表現すること。 



③ 単元展開と本時の位置づけ 

第１次 てこのはたらき（①、②、③）本時 

第２次 てこが水平になるとき（４、５、６、７） 

第３次 てこを利用した道具（８、９） 

 

④ 本次単元展開と本時の位置づけ 

 指導にあたっては、身近な道具にはてこの原理を生かした道具が多く存在することを紹介し、て

こを学ぶ意義を感じさせられるようにする。本次に関しては、てこの原理を生かした道具としてく

ぎ抜きを取り上げ、くぎ抜き体験をして手応えの違いに気付かせる。その後、くぎ抜きをモデル実

験と対比させ、一般化させたのち、実験を通して力点の位置の違いによる手応えの違いに気付かせ

るようにする。また、さまざまなくぎ抜きを紹介した上で、共通して作用点と支点の位置が短いこ

とに気付かせ、その理由についても実験を通して検証させることで作用点の位置の違いによる手応

えの違いに気付かせるようにする。 

 実験を行う際は、手応えの違いが感じ取れるように、十分な重さのおもりを用意しなくてはなら

ないが、実験中のけがを避けるため、支点やおもりをつり下げる場所には結束バンドでひっかけを

つくり、滑り止めをすることで、けが防止に努める。 

 

（３）本次の学習目標 

★力点や作用点の位置と重い物を持ち上げるときの手応えを確かめ、その結果を適切に記録するこ

とができる。【知識・技能】 

★てこの力点を支点から遠ざけたり作用点を支点に近づけたりすると小さい力で重い物を持ち上げ

られることを理解することができる。【知識・技能】 

★力点や作用点の位置と重い物を持ち上げるときの手応えとの関係について見いだした問題に対し

て、自分の予想を確かめる方法を考え、表現することができる。【思考・判断・表現】 

★力点や作用点の位置と手応えとの関係について、実験の結果をもとに、てこのはたらきに関する

より妥当な考えをつくり出し、その考えを表現することができる。【思考・判断・表現】 

★力点や作用点の位置と手応えとの関係に興味をもち、粘り強く他者と関わりながら、すすんで問

題を解決しようとする。【学びに向かう力・人間性等】 

★身のまわりにあるてこの原理を生かした道具の工夫について興味・関心をもつ。【学びに向かう

力・人間性等】 

 

（４）準備物 

   ・大型テレビ  ・パソコン  ・くぎ抜き  ・くぎ  ・くぎ打ち用木材  ・木の棒   

・結束バンド  ・棒を支えるもの（いす、半円の木材）  ・砂袋  ・軍手 

 

 

 

 



（５）本次の授業展開 

時

間 

段階 学習者の〇活動と資質・能

力 

・想定される考えや発言例 

教員の発問と〇指導 ★目標達成のための評価 

〇留意事項 

第１時 

25 場づく

り（導

入） 

 

 

 

 

 

・くぎをぬくやつだ。 

 

 

 

 

 

身近な道具を使って活動す

ることに興味関心をもつ。

【興味・関心】 

・やったー。 

○くぎ抜き体験をする。 

 

 

 

 

・てこはすごいな。 

・もっとくぎを抜きたい

な。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・コツを見つけるぞ。 

今日から新しい勉強で、てこという

勉強をします。実はみんなの身の回

りにはてこを使ったいろいろな道具

があります。今日はその１つを紹介

します。これです。 

 

これはくぎを抜く道具です。なかな

かくぎを手の力だけで抜くことは難

しいです。そんな時、この道具は役

に立ちます。先生が準備してきたの

でみんなでやってみましょう。 

 

 

 

 

 

では、一度手を止めてください。手

でくぎを抜くことは大変ですが、く

ぎ抜きを使うと簡単にくぎを抜くこ

とができますね。 

 

 

1本だと物足りないと思うのでもう

少し、抜く時間をとってあげます

が、ここで意識してほしいのが、く

ぎ抜きを使えば簡単に抜けることは

わかりましたが、くぎ抜きをどう使

えばより小さい力で抜けるか意識し

ながら抜いてみてください。なんと

なくコツがわかったかもしれないと

いう人は心の中にそのやり方をしま

っておいてください。 

 

○身の回りにあるてこの原理を

生かした道具を実際に見せ、そ

れらがどう生かされているか学

ぶ目的で、学習の見通しをもた

せる。 

 

○くぎ抜き活動を効率よく行う

ためにあらかじめ木材にくぎを

数本打ち込んだ状態のものを渡

す。 

○１人１セット渡るようにくぎ

抜きとくぎを打ち込んだ木材を

渡す 

○くぎ抜きを使うと使わない時

よりも簡単に抜けることを実感

させることが目的なので１本抜

けたら終わりにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・やってみよう。 

○くぎ抜き活動を再開す

る。 

 

 

・端の方を握った方が軽か

ったような気がするな。 

・勢いよく握ったら軽かっ

たような気がするな。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇てこの定義を知る。 

〇くぎ抜きにおける支点、

力点、作用点の位置を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

より小さい力で抜くためのコツは見

つかりましたか。 

 

 

 

 

なるほど、握る位置に注目したので

すね。勢いの違いによって違ったと

いう考えも面白そうですね。では、

今回は位置に注目して、手ごたえは

どう変わるのかをみんなに見つけて

ほしいなと思います。 

今回、大きい方がよりふしぎが解決

しやすいかなと思い、くぎ抜きを巨

大化した実験道具を用意しました。 

○くぎ抜きとモデルを対比させ、同

等なものと理解させる。 

てこというものについて紹介しま

す。 

○てこの定義をおさえる 

棒をある１点で支え、力を加えても

のを動かすことができるようにした

ものをてこという。 

○モデルとくぎ抜きのイラストを板

書し、支点、力点、作用点の位置関

係を対応させ、用語をおさえさせ

る。 

支点…棒を支えるところ 

力点…手などで力を加えるところ 

作用点…ものに力を働かせるところ 

 

 

 

 

○児童に握る位置の違いによる

手ごたえの違いを想起させるた

め、視点をくぎ抜きの握る位置

に目を向けさせる。 

○勢いという考えが出た場合、

その考えは認めつつも、勢いは

自分の力を強める方法であるこ

とを伝え、軽い力で抜くとは違

うことを理解させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○実験モデルをくぎ抜きと置き

換えてとらえることができるよ

うに、実験モデルにくぎ抜きの

イラストを対比させることで想

起できるようにする。 

 

15 疑問 

予想 

 

 

 

 

 

 

 

 

○作用点と支点の位置関係によ

る手応えの違いは、経験をして

てこをどのように使えば、より小さい力で持ち上げることができるだろうか。 



 

 

 

予想を考える。【仮説を設

定する力】 

・棒の端の方を持って抜く

と簡単に抜けたような気が

するから、棒の端を持てば

軽い力で抜けると思うよ。 

〇全体に予想を発表し合

う。 

 

 

 

 

・Ｌ字になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

実験モデルをくぎ抜きと見立ててど

こを握ればより軽い力で抜けるのか

予想してみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１つ疑問ですが、今回いくつかのく

ぎ抜きを準備しました。多少違いは

あるものの、これらのくぎ抜きに共

通しているところってどこですか？ 

 

大きければそれだけパワーがあるの

かなと思うとこんな形もいいのかな

と思ったのですが、こういったくぎ

抜きは見つかりませんでした。だか

ら、このようなくぎ抜きは売れない

のかなと思うのですが、なぜ、この

ような形のくぎ抜きは売られていな

いのかもみなさんに実験を通して説

明をしてもらいたいと思います。 

○作用点が支点から遠くなっている

ことを確認させる。 

いないので予想は立てず、力点

と支点の位置関係のみで予想立

てさせる。 

○本内容の予想は意見が分かれ

にくいことを想定して、全体共

有のみとする。 

○力点の位置の違いの実験を実

験①と示しておく。 

 

 

 

 

 

 

 

○作用点と支点の距離が長いく

ぎ抜きのイラストを示し、疑問

を共有できるようにする。 

○作用点の位置の違いの実験を

実験②と示しておく。 

5 ふり返

り 

 

 

○学習をふり返る。 

今日の学習のふり返りをしましょ

う。 

 

第 2時 

20 実験方

法 

 

 

 

 

 

 

 

では、握る位置、力点の位置を変え

て手ごたえの違いを確かめる実験方

法と、先生が示したはさむ位置、作

用点の位置を変えて手ごたえの違い

を確かめる実験方法を考えてみまし

ょう。それぞれのどのように条件制

〇実験道具のイラストを板書し

て、実験計画のイメージを立て

やすくする。 

★力点や作用点の位置と重い物

を持ち上げるときの手応えとの

関係について見いだした問題に

対して、自分の予想を確かめる



 

 

実験方法を書く。【実験計

画を立案する力】 

・実験①は力点の位置を変

えて比べればいいのではな

いかな。 

・実験②は作用点の位置を

変えて比べればいいのでは

ないかな。 

 

 

自分の実験方法を伝え、他

の実験方法を聞く。【実験

計画を立案する力】 

・わたしは△△と思いま

す。理由は□□と思うから

です。 

・なるほど。そういう考え

もあるな。 

・○○さんはそう考えたの

か。でも私はこう思う。 

・☆☆さんはなんでそう思

ったの？ 

 

 

・まとまりました。 

 

御をするかを図と言葉で表しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

班のみんなで実験方法を出し合って

意見交換してみよう。 

○意見交換した結果、自分の考えが

変わった場合、ワークシートに話し

合いによって変わった案を記入させ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

班で話し合った結果、班の中で実験

方法がまとまりましたか。 

○班で考えが１つにまとまらなかっ

た場合は複数の方法で実験を行わせ

るようにする。 

方法を考え、表現する。【思

考・判断・表現】（ワークシー

ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 実験 

結果 

 

 

 

 

 

班ごとに実験をする。【観

察・実験を実行する力】 

〇班全員が順番に実験をし

て体感する。 

実験をしてみましょう。実験した

ら、実験結果をワークシートに書き

ましょう。全員で結果を確認してホ

ワイトボードに班の結果を書いて黒

板に貼りにきてください。 

○安全指導をする。 

・急に動かすと棒がはね上がった

り、ずれたりして危険なのでゆっく

り上下させる。 

★力点や作用点の位置と重い物

を持ち上げるときの手応えを確

かめ、その結果を適切に記録す

る。【知識・技能】（ワークシ

ート） 

★力点や作用点の位置と手応え

との関係に興味をもち、粘り強

く他者と関わりながら、すすん

で問題を解決しようとする。



・実験をして、棒の端の方

が軽い力で動かせそうだと

いうことがわかったぞ。 

 

 

班で結果をホワイトボード

にまとめ、板書する。【実

験結果を表現する力】 

・作用点におもりをのせるとき、ず

れないように、ひっかけに固定す

る。 

・木材の棒のバリでけがをしないよ

うに軍手を着用する。 

 

 

【主体的に学習に取り組む態

度】（行動観察） 

5 ふり返

り 

 

 

○学習をふり返る。 

今日の学習のふり返りをしましょ

う。 

 

 

 

第 3時 

25 考察  

 

全班の結果を確認した上で

考察する。【実験結果を分

析・解釈する力】 

・支点と力点が遠い方と支

点と力点が近い方を比べる

と遠い方が軽い力で押すこ

とができる。 

 

 

自分の考察を伝え、他の考

察を聞く。【実験結果を分

析・解釈する力】 

・なるほど。そういう考え

もあるな。 

・ぼくの考えと◇◇さんの

考えは同じだけど、◇◇さ

んの方がわかりやすい。 

・○○さんはそう考えたの

か。でも私はこう思う。 

・☆☆さんはなんでそう思

ったの？ 

全班の結果を全員で確認して、考察

してみましょう。 

○全班の結果を共有した際、他班と

の結果が違う班が出た場合、自分た

ちの結果から言えることと、全体の

結果から言えることとをわけて考察

させる。 

 

 

考察について意見交換をしましょ

う。 

 

○「支点」「力点」とキーワー

ドや考察の形式を示すことで、

表現しやすくする。 

 

 

 

 

 

★力点や作用点の位置と手応え

との関係について、実験の結果

をもとに、てこのはたらきに関

するより妥当な考えをつくり出

し、その考えを表現する。【思

考・判断・表現】（ワークシー

ト）（机間支援） 

 

5 結論  

 

 

  

 

 

てこは、支点から力点までのきょりが長いほど、支点から作用点までのきょり

が短いほど、より小さい力で持ち上げることができる。 



・くぎ抜きも棒の端の方を

持って抜けば軽い力で抜け

るのだな。 

・もっと、棒の部分が長く

なればもっと軽い力で抜け

るのではないかな。 

★てこの力点を支点から遠ざけ

たり作用点を支点に近づけたり

すると小さい力で重い物を持ち

上げられることを理解する。

【知識・技能】（ワークシー

ト） 

10 活用  

 

 

学習したことと日常生活の

関連について考える。【学

んだことを日常生活に生か

そうとする態度】 

・くぎ抜きは端の方を持て

ばより小さい力で抜くこと

ができることがわかった。 

 

 

 

・作用点と支点のきょりが

長いと大きな力が必要にな

ってくるからそれだと役に

立たないね。 

くぎ抜きをどのように使えば小さい

力でくぎを抜くことができるかわか

りましたか？ 

 

 

 

 

 

 

 

なんで、作用点と支点のきょりが長

いくぎ抜きは売られていないのかわ

かりましたか？ 

★身のまわりにあるてこの原理

を生かした道具の工夫について

興味・関心をもっている。【学

びに向かう力・人間性等】（態

度・行動） 

5 ふり返

り 

 

 

○学習をふり返る。 

今日の学習のふり返りをしましょ

う。 

 

 

（６）評価と指導の計画 

 B基準 C基準（不十分） 指導の手立て 

知
識
・
技
能 

・
技
能 

てこを正しく使い、力点や作用点

の位置と重い物を持ち上げるとき

の手応えを確かめ、その結果を適

切に記録している。 

てこを正しく使い、力点や作用点

の位置と重い物を持ち上げるとき

の手応えを確かめ、その結果を適

切に記録していない。 

表の形式での記録方法を提示するこ

とで、結果の記録の方法をとらえら

れるようにする。 

てこの力点を支点から遠ざけたり

作用点を支点に近づけたりすると

小さい力で重い物を持ち上げられ

ることを理解している。 

てこの力点を支点から遠ざけたり

作用点を支点に近づけたりすると

小さい力で重い物を持ち上げられ

ることを理解していない。 

考察での力点と支点の位置関係、作

用点と支点の位置関係の違いによる

手応えの違いを再度確認できるよう

に板書に示すようにする。 



思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力 

力点や作用点の位置と重い物を持

ち上げるときの手応えとの関係に

ついて見いだした問題に対して、

自分の予想を確かめる方法を考

え、表現している。 

力点や作用点の位置と重い物を持

ち上げるときの手応えとの関係に

ついて見いだした問題に対して、

自分の予想を確かめる方法を考

え、表現していない。 

力点を加える位置、作用点の位置を

どうするかと視点を明確にすること

で実験方法を立てられるようにす

る。 

力点の位置と手応えとの関係につ

いて、実験の結果をもとに、てこ

のはたらきに関するより妥当な考

えをつくり出し、その考えを表現

している。 

力点の位置と手応えとの関係につ

いて、実験の結果をもとに、てこ

のはたらきに関するより妥当な考

えをつくり出し、その考えを表現

していない。 

力点を支点から遠ざけた時と近づけ

た時の手応えの違いを比較させ、関

係性に気付けるようにする。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

力点の位置と手応えとの関係に興

味をもち、粘り強く他者と関わり

ながら、すすんで問題を解決しよ

うとしている。 

力点の位置と手応えとの関係に興

味をもち、粘り強く他者と関わり

ながら、すすんで問題を解決しよ

うとしていない。 

自己決定したがんばりたい姿を再度

確認させ、意識をもって行動するよ

う呼びかける。 

身のまわりにあるてこの原理を生

かした道具の工夫について興味・

関心をもっている。 

身のまわりにあるてこの原理を生

かした道具の工夫について興味・

関心をもっていない。 

具体的な事例を示しながら興味・関

心をもつきっかけをつくる。 

（７）その他 

 ①板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②参考にした資料 

 ・参考文献：文部科学省（2018）「小学校学習指導要領（平成 29年告示）解説理科編」学校図書 

 
「てこ」とは 

棒をある１点で支え、力を加えてものを動かすことができるようにしたもの。 

支点…棒を支えるところ 

力点…手などで力を加えるところ 

作用点…ものに力を働かせるところ 

てこをどのように使えば、より小さい力で持ち上げることができるだろうか。 

予想 

実験方法 

実験①…力点の位置の違いの実験       実験②…作用点の位置の違いの実験 

作用点と支点のきょりが

長いくぎ抜きのイラスト 

結果 

実験①         手ごたえ 

支点と力点…近  

支点と力点…遠  

実験② 

支点と作用点…近  

支点と作用点…遠  

 

考察 

 

てこは、支点から力点までのきょりが長いほど、支点

から作用点までのきょりが短いほど、より小さい力で

持ち上げることができる。 



てこのふしぎ☆なぞ解きシート① 組 班 番
『てこ』とは まとめ

問題

実験からわかってきたことは？
自分の考え

予想
自分の考え

話し合ったことで自分の考えはどうなった？

調べる方法

結果

名前

棒をある１点で支え、力を加えてものを動かす
ことができるようにしたもの。
支点…棒を支えるところ
力点…手などで力を加えるところ
作用点…ものに力を働かせるところ

実験①

実験②


